
Homework 13 

ことばを科学する：人間の再発見（主題別科目：思索と言語）  2013年度 2学期 

          奥 聡 

 

 

(A) 

１．添付の文書、O’Grady, How Children Learn Language の p.52 (Section 4: Tools of the trade – how 

children learn nouns)から、p.54のHelp from family and friends (social constraints)の前までを読み、

そこで述べられている内容と異なるものを 1つ選びなさい。 

 

a. 子どもが最初に覚える名詞の多くは、身の回りでよく使われる固有名詞である 

b. sheep という単語を最初に「動物」とは解釈しないのは、子どもが Basic Level Assumptionを持っ

ているからだと考えられる 

c. 子どもは初めて聞く単語が、指されているものと共通の特徴を持った種類を指すと考える 

d. 子どもはものの部分や性質を表す単語は少し遅れて覚え始める 

e. あるものを指している単語を初めて聞くと、子どもはそれがそのもの全体を指すと考える 

 

 

２．添付の文書、O’Grady, How Children Learn Language の p.54の Help from family and friends 

(social constraints)から、p.56の５段落目までを読み、そこで述べられている内容と異なるものを 1つ

選びなさい。 

 

a. 子どもは、周りの大人が何に注目しながら言葉を発しているかを理解する 

b. 子どもは、不定冠詞の aがつけば（This a zav.）、zavその人形の種類を指し、aがつかなければ（This 

is Zav）、Zavはその人形の名前（固有名詞）であると理解する 

c. 子どもは、自分にとって新しくなくても、他人にとって新しいものが何であるかを理解する 

d. 子どもは、ものを指す無意味語（新語）だけでなく、動作を表す無意味語も理解する 

e. 子どもは、他人の認識と自分の認識が常に同じであると理解している 

 

 

 

(B) 

添付の文書、小林・佐々木『新・子どもたちの言語獲得』（大修館書店：pp.166-200）「第７章 養育放

棄事例とことばの発達」の pp.182 – 195 「3. F・Gにおける言語獲得」を読み、そこで述べられている

内容と異なるものを 2つ選びなさい。（テキストの該当箇所だけを読めば答えることができます） 

 

a. F・Gの発達遅延は、初期環境の貧困が原因であり、遺伝的・器質的なものではないと考えられる 

b. 発達遅延研究の世界的権威スピッツの予測は、F・Gにも当てはまった 

c. F・Gの言語能力は、日常的なコミュニケーションに関しては、全く問題がないほどに熟達した 

d. 言語分析能力の不備が、他の非言語的知能の成長によって補われることはありえない 

本資料及び資料に含まれる第三者著作物を再使用する場合、 

利用者は、それぞれの著作権者より使用許諾を得なくてはなりません。 



e. F・Gが手紙を書くことをひどく苦手とするのは、基本的統辞能力に問題があると考えられる 

f. F・Gは小学校高学年になっても、能動=受動変換の基本的統辞ルールの習得が不十分であった 

 

 

 

(C) 

1. O’Grady, How Children Learn Languageの p.52から p.56の５段落目までを読んだ感想を自由に書

きなさい。 

 

 

 

2. 小林・佐々木『新・子どもたちの言語獲得』（大修館書店：pp.166-200）「第７章 養育放棄事例とこ

とばの発達」の pp.182 – 195 「3. F・Gにおける言語獲得」を読んだ感想を自由に書きなさい。 

 

 

 

 


